
─28─

【共】第1章 総論

【
共
】第
１
章

位置づけられる場合がある。この場合には、統計的解析により算出される部分係数を用いた照査とは異なる
ことを明示するため、全ての部分係数を便宜上1 .0とした上で、調整係数を用いて照査することができる。
調整係数は、「過去の経験に基づく方法」によって規定される安全性の水準と同等の構造断面になるように調
整するための係数であり、従来の安全率法や許容応力度法における許容安全率に対応する値である。なお、
調整係数は、H19基準・同解説において構造解析係数で処理されていたものに相当する。
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